
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
稲城市立稲城第四中学校 

令和４年度 第８号   

令和４年１２月１２日 

 
校長 梅原郁雄 

サッカーワールドカップは惜しくもクロアチアにＰＫ戦で敗れ、ベスト８のステージに立つことはで

きませんでした。しかし、対ドイツ戦、スペイン戦と強豪を相手に日本チームが見せたプレーはサッカ

ーをあまり知らない私が見てもこれまでの日本とは違う、レベルの高さを感じさせてくれるものでした。

中でも堂安選手と三笘選手のプレーは記憶に残るものとなりました。 

 堂安選手のあの強さは、小学校時代の挫折がその原動力になっているそうです。小学生ながらプロを

目指していた堂安選手は、プロチームの下部組織に入団しようとテストを受けましたが不合格に。その

時堂安選手は「プロになれる力をつけて、自分を不合格にしたチームからオファーが来たら、即拒否し

て別のチームに入ろう！」と決め、サッカーの練習に打ち込み、実際にそうしたそうです。一時思うよ

うな結果が得なくても、それでくじけてしまったりあきらめてしまったりせずに「なにくそ！」という

思いで立ち向かってゆく。そんな強い気持ちが、堂安選手の力強いシュートにつながっているのですね。 

 三笘選手のプレーは何といっても「1.８８ｍｍ」のオンラインからのアシスト。それを同じ小学校・

クラブチームで活動してきた田中選手が決めたプレーは両方ともに「それってほんと？」と言いたくな

るものでした。三笘選手が伸ばした足の先にあるボールはＴＶで見る限りではラインの外。しかし直径

22㎝のボールの端わずか 1.88㎜がラインにかかっていたのでした。そこにはどんな場面であっても最後

まであきらめることなくボールに向かっていく三笘選手のサッカーに対する姿勢が伝わってきます。肉

眼やビデオ判定であっても 1.88㎜を見極めることは難しいでしょうが、この大会からはボールにセンサ

ーが内蔵されていて位置を正確に測定することができるようになっていたそうです。その意味では日々

進化する科学技術がもたらしてくれたゴールともいえそうです。その三笘選手のボールが自分のところ

にあがってくると信じ、ゴールに突進した田中選手の動きは、偶然のようにも思えますがこれまでも何

回も何回も繰り返された練習の成果なのでしょう。チームメイトのプレーの先を読んだ動きは、自分の

頭で考えそれを体に覚え込ませているからこそできることのように思います。 

タイトルの「可能性がある限り信じてやる！」言葉は三笘選手がインタビューで語っていた言葉です。 

 

10日（土）に行われた「ユニセフクリーン大作戦」には約 50名の保護者の皆様と約 40名の地域の皆様のご

協力をいただきありがとうございました。好天にも恵まれ学校周辺の清掃活動、花壇の植え込み、古紙回収と

生徒たちの安全を見守りながらともに活動していただきました。生徒にとっても地域の方々と一緒に活動する

貴重な体験となり「こういう活動をもっとやりたい」といった声もあがっていました。 



運動の秋～マラソン大会 開催！～ 

 11月 4日（金）、多摩川土手にて、マラソン大会が開かれました。3学年合同、男女別で 2㎞を走りま

した。10月以降、合唱コンクールの練習と並行しながら、体育の授業で持久走に取り組んできました。

それぞれが自己ベスト更新を目標に、練習を重ねてきました。体育委員は事前の試走会や当日の司会 

進行、係の仕事など、多くの場面で中心となって運営に取り組みました。また、会場周辺の誘導や写真

撮影などでは、多くの保護者の方にご協力いただきました。沢山の声援を受けて、生徒たちは自分の 

持てる力を最大限に発揮できたことでしょう。ありがとうございました。 

   

 

勉強の秋～進路実現に向けて～ 

 11月 14日（月）3年生は総合的な学習の時間に、府中ハローワークより山本貴子さんをお招きし、

面接の作法について学びました。入退室の仕方や礼の作法など、入試だけでなく、将来の就職の際にも

重要な技能です。模範生徒の実演も行いました。三者面談の際には、全員が校長先生か副校長先生との 

面接練習を行いました。入試に向けて、そして将来に向けて、しっかり学んでいきましょう。 

   

芸術の秋～きらきらフェスタ開催～ 

 12 月 3 日（土）には矢野口駅前広場にて、きらきらフェスタが開催されました。本校生徒会役員が

司会を務め、吹奏楽部の演奏で幕を開けました。最後には点灯式が行われ、駅前を彩っています。 

曲目：back number「クリスマスソング」、レミオロメン「粉雪」、クリスマス童謡メドレー

  

入賞者 おめでとうございます！ 

    男子       女子 

1位：2B渕名恭平さん   3A朝生珠実さん 

   （7分51秒）  （8分28秒） 

2位：1B唐澤遼太さん   1A小竹希さん 

   （8分07秒）  （9分28秒） 

3位：3A龍開飛さん    3B戸島菜月さん 

   （8分11秒）  （9分52秒） 

4位：3B濵上友良さん   1A及川佳奈さん 

   （8分17秒）  （9分53秒） 

5位：2B松本晃希さん   1C北原紬希さん 

   （8分27秒）  （10分13秒） 

6位：2A佐々木成さん   1B増田彩花さん 

   （8分42秒）  （10分14秒） 

7位：3A須藤駿さん    3B北原千瑞さん 

   （8分47秒）  （10分22秒） 

8位：3A湯口充さん    3B木本陽愛さん 

   （8分49秒）  （10分24秒） 


